
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶
と
共
に
こ
の
一
年
へ

の
決
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
の
幕
開
け
を
、
一
強
政
権
を
長

く
続
け
た
自
民
党
政
治
の
腐
敗
、
党
内

で
絶
対
権
力
派
閥
の
安
倍
派
の
資
金
作

り
が
あ
か
ら
さ
ま
に
な
る
中
で
迎
え
ま

し
た
。
振
り
返
れ
ば
検
察
人
事
に
介
入

し
て
で
も
、
「
腐
敗
」
に
蓋
を
し
て
居

座
ろ
う
と
し
た
自
民
党
政
権
で
す
。
こ

ん
な
政
権
に
、
毎
日
生
き
る
こ
と
に
懸

命
の
市
民
の
暮
ら
し
を
良
く
す
る
政
治

は
で
き
ま
せ
ん
。
一
刻
も
早
い
退
陣
を

求
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
新
年
を
迎
え
て
私
た
ち
が
心

し
て
取
り
組
む
こ
と
は
「
戦
争
を
さ
せ

な
い
」
、
「
憲
法
を
改
悪
さ
せ
な
い
」

こ
と
で
す
。

岸
田
内
閣
は
問
題
が
出
る
た
び
に

「
丁
寧
な
説
明
を
す
る
」
、
「
指
摘
に

は
当
た
ら
な
い
」
、
「
答
弁
を
差
し
控

え
る
」
と
繰
り
返
す
の
み
で
す
。
要
は

黙
っ
て
い
う
こ
と
を
聞
け
、
と
い
う
非

民
主
的
な
政
治
は
、
や
が
て
国
を
亡
ぼ

し
ま
す
。
国
民
に
、
黙
っ
て
従
う
生
き

方
を
教
え
込
ん
だ
戦
前
の
時
代
、
天
皇

に
絶
対
忠
誠
を
誓
い
、
死
ん
で
ご
奉
公

の
思
想
教
育
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
。
家

父
長
制
の
下
、
家
庭
内
で
も
家
長
に
従

う
道
徳
に
浸
さ
れ
た
国
民
。
ジ
エ
ン
ダ
ー

問
題
を
通
じ
て
、
戦
前
の
国
民
支
配
の

根
深
さ
を
今
も
痛
感
し
て
い
ま
す
。

安
倍
政
治
か
ら
岸
田
政
権
に
受
け
継

が
れ
た
歴
史
観
の
偽
造
、
そ
れ
を
無
批

判
に
報
道
す
る
メ
デ
ィ
ア
。
議
会
で
の

議
論
を
避
け
、
批
判
的
な
学
者
や
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
を
排
除
し
、
国
民
を
真
実
か

ら
遠
ざ
け
て
い
ま
す
。

岸
田
内
閣
は
、
中
国
に
よ
る
台
湾
へ

の
武
力
侵
攻
を
煽
り
、
軍
事
予
算
の
肥

大
化
は
許
せ
ま
せ
ん
。
ガ
ザ
の
悲
惨
な

状
況
は
、
武
器
を
捨
て
る
こ
と
か
ら
し

か
始
ま
り
ま
せ
ん
。
「
非
武
装
中
立
」

は
空
想
で
は
な
く
、
市
民
の
努
力
で
叶

い
ま
す
。
非
戦
・
非
武
装
こ
そ
現
実
的

な
の
で
す
。

イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド

を
容
認
す
る
ア
メ
リ
カ
と
、
こ
れ
に
追

従
し
、
戦
争
す
る
国
へ
向
か
う
岸
田
政

権
を
今
こ
そ
交
代
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

賃
金
が
減
り
、
物
価
が
上
が
る
一
方

の
社
会
が
続
き
、
生
き
辛
さ
を
抱
え
る

人
が
増
え
て
い
ま
す
。
一
つ
の
課
題
が

浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
た
び
に
対
症
療
法

的
な
対
策
が
出
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

子
ど
も
の
貧
困
、
少
子
化
、
家
族
間
の

虐
待
、
不
登
校
、
長
時
間
労
働
、
労
働

者
不
足
の
深
刻
化
等
々
、
そ
れ
ぞ
れ
違

う
課
題
の
様
に
見
え
て
、
実
は
、
一
人

の
労
働
者
、
一
人
の
人
間
の
権
利
を
軽

視
し
、
企
業
や
行
政
の
コ
ス
ト
削
減
の

た
め
の
制
度
に
よ
る
も
の
で
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、
人
と
し
て
生
き
て
い
く
た
め

の
具
体
的
な
制
度
要
求
が
必
要
で
す
。

バ
ラ
バ
ラ
に
さ
れ
て
い
る
人
た
ち
が
繋

が
り
あ
い
政
治
を
変
え
ま
し
ょ
う
。

本
年
は
衆
議
院
選
挙

の
年
で
す
。
新
社
会
党

は
岸
田
政
権
を
打
ち
倒

す
た
め
に
、
野
党
と
市

民
、
労
働
者
と
共
闘
し

闘
い
ま
す
。
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新
し
い
年
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
に
と
っ

て
、
よ
り
よ
い
年
に
な
る
こ
と
を
祈
念
し

ま
す
。

新
社
会
党
委
員
長

岡
﨑
宏
美
の
新
年
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
届
け
し
ま
す
。

2024年ー腐った自公政権を打ち倒そう！

委員長 岡﨑ひろみ

戦
前
回
帰
の
政
治
を
断
と
う

武
力
で
平
和
は
創
れ
な
い

新社会党
こんにちは

委員長 岡﨑ひろみ

東京都千代田区神田神保町2-10 三辰工業ビル３階 TEL 03-6380-9960 FAX 03-6380-9963

で
す

あ
き
ら
め
ず
要
求
し
よ
う
！

2024年1月号外

連絡先：新社会党東京都本部
：千代田区神田神保町2-10三辰工業ビル3Ｆ
：TEL 03-6380-9824 FAX 03-6380-9963



(1988年１月18日第三種郵便物認可) 『 週 刊 新 社 会 』 号 外 ２０２４年１月

岸
田
首
相
は
、
昨
年
の
臨
時
国
会
の
演

説
で
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
は
30
年
間
、

「
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
型
経
済
」
で
「
人
へ
の

投
資
や
賃
金
、
未
来
へ
の
設
備
投
資
」
な

ど
が
停
滞
し
、
悪
循
環
を
繰
り
返
し
て
き

た
と
吐
露
し
ま
し
た
。
「
コ
ス
ト
カ
ッ
ト

型
経
済
」
の
下
、
低
賃
金
、
不
安
定
雇
用

政
策
を
続
け
、
大
企
業
は
好
景
気
、
投
資

家
に
は
高
配
当
と
企
業
内
部
留
保
を
溜
め

こ
み
さ
せ
て
い
ま
す
。
Ｇ
７
で
は
平
均
賃

金
は
最
低
で
す
。
（
Ｇ
７
の
２
０
２
２
年

平
均
賃
金
図
参
照
）

平
均
賃
金
が
上
が
ら
な
い
ま
ま
、
税
金

と
社
会
保
障
費
の
国
民
負
担
率
は
１
９
９

９
年
度
で
は
35
・
４
％
で
し
た
が
、
今
や

所
得
の
半
分
近
い
46
・
８
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
そ
こ
に
物
価
高
騰
が
続
き
、
家
計

は
火
の
車
で
す
。
賃
金
は
30
年
間
も
上
が

ら
な
い
の
に
、
社
会
保
障
費
の
国
民
負
担

率
は
増
え
る
ば
か
り
で
す
。

２
０
２
４
年
度
防
衛
予
算
の
概
要
で
は
、

過
去
最
大
の
７
兆
９
４
９
６
億
円
を
計
上

し
、
前
年
度
予
算
か
ら
１
兆
１
２
７
７
億

円
も
増
額
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
２
０
２

２
年
12
月
に
閣
議
決
定
し
た
「
防
衛
力
整

備
計
画
」
の
軍
事
費
増
強
政
策
に
よ
る
も

の
で
す
。
政
府
は
中
国
を
仮
想
敵
国
と
し
、

「
台
湾
有
事
」
を
想
定
し
、
米
軍
と
一
体

化
し
た
戦
争
を
前
提
と
し
た
軍
事
力
の
大

幅
増
強
が
理
由
で
す
。

軍
事
費
は
青
天
井
、
賃
金
は
上
が
ら
な

い
ま
ま
、
社
会
保
障
費
の
急
増
は
我
慢
な

り
ま
せ
ん
。
自
公
政
権
を
今
年
こ
そ
終
止

符
を
打
ち
ま
し
ょ
う
。

岸
田
内
閣
と
自
民
党
の
金
権
腐
敗
政
治
の
問
題
で
今
年
は
幕
を
あ
け
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
自
動
車
関
連
業
（
ビ
ッ
ク
モ
ー
タ
ー
・
ダ
イ
ハ
ツ
自
動
車
）
の
不
正
記
載
な

ど
の
事
件
が
発
覚
、
ま
た
、
大
阪
万
博
の
開
催
経
費
の
「
ど
ん
ぶ
り
勘
定
」
な
ど
、

国
民
不
在
の
政
治
が
続
き
ま
す
。
ま
す
ま
す
生
活
の
危
機
が
深
ま
る
中
、
い
よ
い
よ

国
民
主
権
の
政
権
交
代
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

主権在民の政治を取り戻そう！

年度 負担率

1999年度 35.4％

2009年度 37.4％

2019年度 44.4％

2020年度 47.9％

2021年度 48.1％

2022年度 47.5％
（実績見込み）

2023年度 46.8％
（見通し）

Ｇ
７
で
続
く
最
低
の
賃
金

所
得
の
半
分

税
と
保
険
料
に

青
天
井
の
軍
事
予
算
案

（財務省資料から作図）

（大阪府関係労組HPより）

（全国防衛協会ＨＰより）

無料法律相談（1/22(月)18:00～)
★事前申込制（申込みはお気軽に03-6380-9824へ）

週刊新社会をご購読ください !
★購読料 月700円（郵送料月168円は別途)


